(ゴッサム か ら の 電話 (一幕 物 劇 


アデ ル ・ ア リ ・ ア ル ・ ア ルフ ィ 氏 に よっ て 書か れ ま 
日 Ye 月 い 年 Y パ YY し た 。 ベ ン ガ ジ 。 


幕 が 上 が る .…… ソ ファ ー に 座っ て テレ ビ を 見 て いる 男 
性 の シー ン と その 背景 
木々 を 見 下ろ す 窓 .… そ れ は 大 統領 候補 (ジョ ー・ バ 


(イデ ン 

彼 は シリ ー ズ ( 『 三 馬鹿 』 ) を 見 て 、 く すく す と 笑い 
な が ら 虚 空 に 向かっ て 向き を 変え て 楽し ん で いま す 
バイ デン : どう 思い ます か ? 素 晴らし いじ ゃ な いで 
。 すか! 古い シリ ー ズ で す が 、 そ れ で も 美しい で す 
バイ デン 氏 の 補佐 官 で ある 別 の 人 物 が 入場 し て 聴衆 
。 に 挨拶 し 、 主 人 に こう 言う 

助手 : 先生 、 ゴ ッ サ ムシ ティ か ら 電 話 で す 。 ネ タニ 
。 ヤ フ 首 相 は あな た と 話し た いと 考え て いま す 
ジョ ー が 電話 に 出る た め に 電話 を 取る と 、 ア シス タ 
。 ント が 出 て きま す 


バイ デン : こん に ち は 、 ウ ラジ ミー ル さ ん 、 ウ クラ 
* イ ナ に つい て の 考え は 変わ り ま し た か 


電話 か ら 聞 こえ る ネタ ニヤ フ の 声 : ゴッサム 王国 の 
首都 テル アビ ブ か ら 来 た 私 、 バ イデ ン ・ ネ タニ ヤ フ 
請 NGci 


バイ デン : そう で すね 、 会 っ た よ 、 ジ ョ セ フ 。 あ な 
た は どう で すか 、 メ アリ ー は どう で すか ? 彼女 は ま 
? だ あの 素晴らし い バ パイ を 作っ て いる の で し ょ うか 


ネタ ニヤ フ 首 相 の 声 : バイ デン さん 、 私 が あな た - 
と 議論 し た い 問 題 に 集中 し て くだ さい 。 こ れ は 非常 
。 に 重要 で 機密 事項 な の で 、 ア ドバイ ス が 必要 で す 


に 入ろう と する ほど 極秘 で すね バイ デン : エリア 
スミ スズ 


ネタ ニヤ フ 首 相 の 声 : どの 地域 だ 出さ て 、 早 速 本 - 
…. 題 に 入り ます が 


バイ デン 氏 が さえ ぎっ た 。「 す み ま せ ん 、 マ ルコ ム 
さん 。 コ メデ ィ シ リー ズ を 終え る の に 数 分 か か り ま 
「 す 。 ま た 連絡 し ます 


彼 は 電話 を 切り 、 笑 いな が ら テ レビ を 見 続け ます ..… 
シリ ー ズ が 終了 し 、 バ イデ ン が 拍手 を 送り 、 そ の 間 


に 電話 の 音 が 大 きく な り 、 彼 は スピ ー カ ー を 手 に 取 
りり 


ネタ ニヤ フ 和 首相 の 声 : こん に ち は 、 ジ ョ ー・ バ イ - 
。 デ ン 氏 の 家 


バイ デン : いい え 、 ワ シン トン 墓地 で す 、 ハ ハハ 


ネタ ニヤ フ 首 相 の 声 : いい 冗談 で すね 、 ミ スタ ー - 

・ プ ラン クス ター。 あ な た は 政治 の 場 か ら 離 れ て 、 
サー カス の 道化師 と し て 働い た 方 が 良い と 思い ます 
2 それ ほ 和 良い 考え で ほな いで UPI っ か が 


笑い な が ら バ イデ ン : 両者 の 違い は 何だ ! 政治 は 大 
る サー カス じゃ な い の 

ネタ ニヤ フ 首相 の 声 : 今 か ら 真 剣 に 話し て も いい で 
? す か 


バイ デン : どう ぞ 、 エ ディ ・ カ プリ オ 


ネタ ニヤ フ 首相 の 声 : ベン グリ オン 運河 ブ プロジェク 
バイ デン : 私 『 ト に つい て 聞い た こと が あり ます か 
は 彼 の こと を 知り ませ ん 。 コ ゴッサム 王国 の 建国 者 で 
、 も じゃ も じゃ の 髪 を し た 醍 い シオ ニス ト の ベン ・ 
グリ オン を 知っ て いま す 。 し か し 、 あ な た が 今 私 に 
* 話 し た プロ ジェ クト と は 何で すか 


ネタ ニヤ フ 首 相 の 声 : ベン グリ オン 運河 プロ ジェ - 
年 に 我が国 が 政府 機関 と 共同 で 開発 1 クト は 、 
し た プロ ジェ クト で 、 紅 海 か ら 地 中 海 ま で 深 さ 
メー トル の 二 重 運 河 を 掘削 する こと を 目的 と し て い 
ます 。 こ の プロ ジェ クト に より 、 私 た ち は ス エズ 運 
河 を 破壊 し 、 将 来 的 に は ゴッサム 王国 の 地政 学 的 地 
位 を 強化 し 、 ア リバ バア リ の 洞窟 を 開き ます 。 そ れ 
は 広く 開か れ て いま す .…… そ し て 私 た ち が ス エズ 運河 
を 完全 に 埋め 立て て 国家 安全 保障 に 対す る 危険 を 取 
り 除い た 後 、 全 世界 が 私 た ち に それ を 使用 する よう 

懇願 する で し ょ う 


バイ デン : 世界 の 指導 者 た ち は ゴ ッ サ ム の 司祭 た ち 
* に ひざ まず きま せん で し た か 


ネタ ニヤ フ 和 首相 の 声 : アラ ブ と 西側 の 政治 家 だ け - 
が ひざ まず いて 私 た ちの 寺院 に 忠誠 を 示し まし た が 


、 あ な た も その 一 人 で す 。 忘れ た の か 、 汚 い シ オニ 
ゥ スト ども よ 


バイ デン : トイ レ に 行く 必要 が ある と 思い ます 。 気 - 


。 分 が 悪く な っ た 


ネタ ニヤ フ 和 首相 の 声 : 地獄 に 落ち る 前 に 、 話 を 続 - 
けさ せ て くだ さい .… 私 た ち は 大 き な 問 題 に 直面 し て 
いま す .…. 海 峡 の 航路 は パレ スチ ナ の ガザ 地区 の 領土 
を 通過 し て いま す .… この 問題 を どの よう に 解決 で き 

* る と 思い ます か 


バイ デン : と て も 簡単 で す .… 私 が 祖国 の 大 統領 に な - 
る まで 待っ て くだ さい .… そ し て 私 は ガザ 地区 で 、 そ 
し て 私 の 卑劣 な 支持 者 で ある 英国 、 フ ラン ス 、 ド イ 
ツ の 指導 者 の 支援 を 得 て 、 あ な た た ちと 戦争 を し ま 
すそ て じ て で あな た は 彼ら を 知っ で いま すず そし て で 
私 た ち は ガ ザ 地 区 か ら 住 民 を 排除 し 、 ネ ゲ ブ 砂漠 ま 
た は シナ イ に 移動 させ る か 、 彼 ら の 土地 の 家 の 下 に 
埋め る つも り で す 。 … そ の 後 、 私 た ち は 彼ら の 遺体 
の 残り を 使っ て あな た の 祝福 され た プロ ジェ クト を 

。 完了 し ます 


ネタ ニヤ フ 首 相 の 声 : 彼ら は あな た (アメ リカ の - 
次 の 患 か 者 ) に つい て 言っ て いま す 。 お い お い 、 あ 
な た は 次 期 ホ ワイ ト ハ ウス の 悪魔 だ 。 あ な た は まさ 
に この 地位 に ふさ わし い 人 物 で す 。 ピ 明日 は 荷物 を ま 

。 と め て 大 統領 執務 室 へ 向かい まし ょ う 


マハ パイ テン ドラ フランス は と う て で が か が 


ネタ ニヤ フ 首 相 の 声 : 消費 され た 商品 、 我 々 は 国 - 
会 議事 堂 の 威信 を か け て これ を 破壊 し た .… 我 々 は ゴ 
ッ サ ム 王 国 か ら こ こ に 来 て 、 世 界 中 の すべ て の 悪魔 
と 我々 の 追随 者 を 動か し て いる こと を 忘れ る な 舌 や 
。 角 を 伸ばし た ら 、 す ぐに 切り 落と し ます 


バイ デン : そう で すね 、 贈 り 物 に は 感謝 し て 、 電 - 
( 話 を 切り ます 。 映画 を 見 た いで す (イン トレ ラン ト 


ネタ ニヤ フ 首相 が 電話 を 切り 、 バ イデ ン 大 統領 が リ 
モコ ン を 手 に 持ち な が ら 歌 う 


ンク に の BedeelUDGgi 
仕事 に 取り 掛か り ま し ょ う 
、 あ な た は すご いで す 


あな た は 希望 の よう に 待っ て いま し た 
ジョ ー、 あ な た は すご いで す 
明日 用 は 山 を 出る 

ジン ミ あな だ は すい で 
行動 の 時 が 来 た 

ン ョ のめる は の きい で の 

アメ リカ を 失敗 に 留め て お く 


幕 が 下り る 


See the Arabic text 


https://archive.org/details/pdf Y パ YYY 


